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物  質  名 二硫化炭素 ＤＢ－36 

別   名 二硫炭 
硫化炭素、硫炭 

C A S 番号 75-15-0 
PRTR 番号 第 1種 241 
化審法番号 1-172 

構 造 式 
 
 
 

分 子 式 CS2 分 子 量 76.14  
沸 点 46 ℃ 1） 融 点 －111.5 ℃ 1） 
蒸 気 圧 359 mmHg (25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 2.59 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 1.94 3） 水 溶 性 2,860 mg/L (25℃) 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 2,780 mg/kg 5）  
 マウス 吸入 LC50 10 g/m3 (2ｈ) 5）  
 ラット 経口 LD50 1,200 mg/kg 5）  
 ラット 吸入 LC50 25 g/m3 (2ｈ) 5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・B6C3F1マウス、Fischer 344ラット及び Sprague-Dawleyラットに 0､153、925、2,485 mg/m3 を
90日間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、マウスの 2,485 mg/m3 群で赤血球数、ヘモグ

ロビン値、ヘマトクリット値、血清タンパク質量及び脳重量の減少、末梢神経変性、軸索の

腫大、腎症、腎臓で鉱化作用と尿細管上皮のシンシチウム、脾臓で色素沈着を認めた。Fischer 
344 ラットでは、2,485 mg/m3 群で脾臓に色素沈着を認め、2,485 mg/m3 群の雌雄及び 925 
mg/m3群の雌で脊髄の神経繊維及び腓腹神経の軸索腫大を認めた。Sprague-Dawley ラットで
は、2,485 mg/m3 群で軽度の歩行失調、脊髄腹索及び側索の神経束の軸索腫大、脾臓での色

素沈着過剰を認め、2,485 mg/m3 群の雌雄及び 925 mg/m3 群の雌で脳重量の減少を認めた 6）。

以上の結果から、マウス、ラットで LOAELは 925 mg/m3（暴露状況で補正；165 mg/m3）で

あった。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットとウサギに 0、623、124.6 mg/m3を交尾前 34 週から妊娠期間を通して吸入（6 時間/
日）させた結果、両種とも胎仔への影響を認めなかった 7）。これらの用量を経口換算すると

ラットで 0、5、10 mg/kg/day、ウサギで 0、11、22 mg/kg/dayとなり、ウサギでの 22 mg/kg/day
が最も高い NOEL であったが、妊娠中のウサギに 25 mg/kg を経口投与した結果、吸収胚及
び奇形の発生を認めたという報告 8，9）があることから、U.S. EPA はウサギの 11 mg/kg/day
を NOELとしている 10）。 
・Sprague-Dawleyラットに 0、311、622、1,244、2,488 mg/m3を妊娠 6日目から 20日目まで吸
入（6時間/日）させた結果、2,488 mg/m3群の母ラット及び胎仔で有意な体重増加の抑制を認

めたが、着床、吸収胚、生存胎仔、胎仔の性比への影響は認めなかった。また、2,488 mg/m3

群の胎仔では、胸骨の骨化遅延を認めた 9）。この結果から、母ラットと胎仔で NOAELは 1244 
mg/m3（暴露状況で補正；311 mg/m3）であった。 
・ニュージーランド白ウサギに 0、187、311、934、1,868、3,737 mg/m3を妊娠 6 日目から 18
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日目まで吸入（6 時間/日）させた結果、母ウサギでは 3,737 mg/m3群で体重増加の抑制、運

動失調、摂餌量の減少および喘鳴、1,868 mg/m3群でヘマトクリット値の低下を認めた。胎仔

では、1,868 mg/m3以上の群で体重減少、生存率の低下、3,737 mg/m3群で骨格系及び内臓系

の奇形の発生を認めた 12）。この結果から、母ウサギで NOAELは 1,868 mg/m3（暴露状況で

補正；467 mg/m3）、胎仔で NOAELは 934 mg/m3（暴露状況で補正；234 mg/m3）であった。

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・ビスコースレーヨン工場で 1.2、5.1、12.6 ppmに平均 12.1±6.9年暴露した労働者 145人と対
照群の労働者 233人について行われた疫学研究の結果、全ての暴露群で腓骨運動神経伝導速
度の最大値と振幅比率の有意な減少を認め、12.6 ppm群では対照群と比較して有意な差がみ
られた。この結果から、NOAELは 5.1 ppm（16 mg/m3、暴露状況で補正；3.8 mg/m3）であっ

た 13）。 
・約 10 mg/m3（最高で約 20～25 mg/m3）に 10～15年間暴露した 108人の労働者を対象にした
調査では、暴露を受けていない 390人の労働者と比べて、感覚性の多発性神経炎、痛覚閾値
の上昇、血圧の上昇が報告 14）されており、この結果から、LOAELは 10 mg/m3（暴露状況で

補正；2.4 mg/m3）であった。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価： 評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 15） TLV-TWA 10 ppm（31 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 16） 10 ppm（31 mg/m3）  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。なお、ウサギの生殖・発生毒

性試験から得られた NOEL 62.3 mg/m3（吸収胚の増加、胎仔の奇形）を暴露状況で補正して経

口換算した 11 mg/kg/dayを参考値として示す。 
 吸入暴露については、ヒトの知見から得られた LOAEL 10 mg/m3（多発性神経炎など）を採

用し、暴露状況で補正して 2.4 mg/m3とし、さらに LOAELであるために 10で除した 0.24 mg/m3

を暫定無毒性量として設定する。 
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